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ゆとりと熱気の第2回AOSM

〠100 91-
東京都中央郵便局

916私書箱

ＡＡ日本２０周年記念集会が１９９５年３月に大宮
で開催された前日、まる一日をかけて東京で第１回ア
ジア・オセアニア・サービス・ミ－ティング（以下Ａ
ＯＳＭ）が開催されました。参加国はニュージーラン
ド、香港、韓国、バヌアツ（南太平洋にあるとても美
しい島国です 、日本に加え、アメリカ／カナダ常任）
理事会常任理事、ニューヨークにあるＧＳＯ所長、そ
してＪＳＯオフィス運営委員も参加しました。そのと
きは第１回目ということもあり、その話し合いは、今
後ＡＯＳＭをどう進めていくのかという運営的な面に
主に向けられました。
先月の３月２０、２１日に開催された第２回ＡＯＳ

Ｍは、ニュージーランドのオークランド市という、た
いへんのどかで美しい都市のメインストリートにある
救世軍の会議場が舞台です。参加国は、ニュージーラ
ンド、香港、韓国、日本のほかに、タイとオーストラ
リア、さらにニューヨークＧＳＯ所長が加わり、開催
日も２日間に及んだため、とても活発な経験の分かち
合いが行なわれました。香港は別格として、韓国やタ
イのＡＡがまだ全体的なサービス構成をもたないマイ
ナーなＡＡだとすれば、オーストラリアやニュージー
ランドのＡＡは５０年以上の歴史をもつＡＡ先進国で
。 、す ちょうどその中間にある我が国のＡＡにとっては

共有できる経験や、将来参考になる話が多く、実り多
いミーティングでした。
余談ですが、今回の参加者は、韓国と香港をのぞい

た全員がそれぞれ、地元のメンバーの家庭にホームス
。 、ティしました オークランドの空港に着いた瞬間から

空港を飛び立つ時間まで、まるまるニュージーランド
の仲間たちの生活に触れ、そのＡＡの生きかたにどっ
ぶりつかってきたわけですが、彼らの暖かく、ゆとり
と落ち着きのある、包み込むような対応に、感激極ま
りない思いをさせていただきました （外国からきた。
仲間に私も同じことができるかといったら、心のスペ
ースも家のスペースもゆとりがなく、とてもあそこま
での対応はできません 。）
詳しい最終報告書は、ＷＳＭ報告書とともに追って

みなさまのお手元にお届けしますが、今回はいろいろ
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な場面での印象をまじえながら、全体的な紹介をさせ
ていただきます。
オープニングオープニングオープニングオープニングからからからから】】】】【
まずオープニングのニュージーランドの議長の歓迎

のあいさつのなかで、今回の開催までの事務局業務を
ＪＳＯのスタッフにお願いしたことによる時間的、経
済的負担を日本のＡＡが提供してくれたことに、感謝
の気持ちが伝えられました。さらに、第１回開催まで
に１９９４年と１９９５年に東京を訪問した際、日本
の仲間たちから受けた歓迎ぶりは、今思い出しても圧
倒されるほどの感激だったそうです。
【【【【世界世界世界世界ののののＡＡＡＡＡＡＡＡはいまはいまはいまはいま】】】】
続いてニューヨークのＧＳＯの所長の、世界のＡＡ

についての報告です。東ヨーロッパの国々におけるＡ
Ａの発展ぶりに目覚ましい成長があること、例えば１
０年前にはたったの１０グループしかなかったポーラ
ンドのＡＡが現在は１千以上のグループへと大きく発
展し、また、東ヨーロッパの各国でサービスオフィス
が設立されていることが主に伝えられました。私自身
がＷＳＭ評議員としてミュンヘンを訪れた１９９０年
は、ちょうどベルリンの璧が取り壊された年でした。
そのとき世界の目は東欧に向けられ、ＡＡの目もこれ
らの国々にどうメッセージを運ぶかに注がれていまし
た。それからたった８年で、これほどまでに東ヨーロ
ッパの国々にＡＡが定着しようとは予測もつかなかっ
たことだけに、感激はひとしおです。その定着を見た
今、世界のＡＡの目は、アジアに注がれはじめている
のだそうです。アジア、南大平洋諸国といったら、人
種、言語、宗教、文化それぞれが異なり、その種類は
限りないというゾーンなのですから。
【【【【各国各国各国各国のののの状況状況状況状況】】】】

今年で２８周年を迎えた香港ＡＡはひとつの〈〈〈〈香港香港香港香港〉〉〉〉
インターグループのもと、伝統の範囲内でマスコミを
フルに活用し、学校へも盛んにメッセージに行き、積
極的にサービス活動を行なっているものの、新しくや
ってくる人は西洋人ばかり。中国語を話す香港の地域
住民がつながらない。現在のＡＡメンバーも中国語が
話せない。現在香港にとどまっている西洋人は、その
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ほとんどが商売上の成功者であり、教養も地位もお
金もあるという人たちばかり。そういう西洋人のＡ
Ａメンバーと、地元でアルコホリズムで苦しんでい
る中国人たちとのギャップが、いっそう中国人をＡ
Ａから遠ざけているという。中国語のＡＡ出版物が
発行されているが、神概念の表現等に問題があり、
翻訳の壁に突き当たっているところ。

、〈 〉〈 〉〈 〉〈 〉韓国韓国韓国韓国 １９８２年に韓国語のＡＡが始まって以来
最初の１０年間は目立った動きはなかったが、この
４年の間に急速な発展を示し、現在週に６２回のミ
ーティングが行なわれている。病院へのメッセージ
活動も活発。インターグループ会議も定例で開催さ
れるようになった。だが前回同様、このような会合
出席のための経費は参加メンバーの自己負担。韓国
ＡＡとしては、経済的にまだまだゆとりがない。

タイの代表はニュージーランドのメンバー〈〈〈〈タイタイタイタイ〉〉〉〉
で、たびたびバンコックのミーティングを訪れてい
るため、タイのＡＡのビジネスで承認を受け、参加
した。タイのＡＡも香港同様、西洋人のＡＡグルー
プの成長ぶりには目を見張るものがあるが、タイ人
の社会にはなかなか浸透しない。仏教国であるため
神概念が受け入れがたいことや、グループセラピー
という方法がタイ人には向いていないなど、多くの
壁がある。ビッグブックやリビングソーバーなどの
ＡＡ出版物がタイ語に訳されているが、タイ人には
あまり読まれていない。ただ、現在、着実にソブラ
ェティを続けているタイ人メンバーがいるので、他
の国でも広がった様に、いつかはタイ人のなかにＡ
Ａが浸透していくことを信じている。

アルコホーリクのためのリハビ〈〈〈〈オーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリア〉〉〉〉
リ施設や解毒センターに対する国の補助金の打ち切
りまたは大幅な減少により、これまで施設やセンタ
ーに送られていたアルコホーリクがＡＡにつながっ
てくる道筋が変わることが予想され、メッセージや
広報活動の再考が望まれていること。セントラルオ
フィスを中心に地域独自のサービス構成が各地ばら
ばらに行われていたが、全国をひとつのサービス構
成にする流れがやっと定着しつつあること。また、
評議会の決定で、ＡＡ紹介パンフレットを１５カ国
語（フィリピン、広東語、中国語等）に翻訳して発
行する計画が進められている。

全国で３９０グループが登録〈〈〈〈ニュージーランドニュージーランドニュージーランドニュージーランド〉〉〉〉
されているなかで、１割の３９が刑務所内グループ
であること。刑務所にメッセージを運ぶ際心掛けて
いるのは、なかに入っている人に合うような刑務所
の経験の話をするというよりはむしろ、ＡＡのホー
ムグループの雰囲気を大切にして、ＡＡ本来の良さ
を伝えることを大事にしていること。メンバーシッ
プ調査は定期的に行っているが、ＡＡ内よりも、Ａ

Ａ外の関係機関やメディアへの広報活動に大変役立っ
ていること。

。〈 〉〈 〉〈 〉〈 〉日本日本日本日本 常任理事会ができ評議会がスタートしたこと
ニュージーランドのメンバーによる東京でのワークシ
ョップがきっかけで矯正施設へのメッセージ活動には
ずみがついたこと。１９９５年にはＪＳＯが経済的危
機におちいったが、リストラとメンバーやグループの
支援により乗り越えることができたこと。自助グルー
プへの理解が社会的に広まりつつあること、等々。

代表者をニュージーランドに派遣する経済〈〈〈〈インドインドインドインド〉〉〉〉
的な余裕はないということで、報告書と資料が届きま
した。インドのＡＡ誕生は１９５７年にさかのぼる。
インド駐在になったカナダ人がもうひとりのアルコホ
ーリクを求めて新聞広告を出したのが発端。現在３２
５のグループがある。ＡＡ出版物は国内の１０種類の
言語に翻訳されているが、まだまだ全部の言語をカバ
ーしきれない。ミーティングも、いろいろなインド国
内の言葉（たとえば英語、ヒンディ、マラーティー、
コーンカニー）がいり混じって分かち合われる不便さ
がある。出版活動のほかに広報活動にも積極的で、駅
やバスターミナル、電車やバスの中にＡＡのポスター
を貼っている。
【【【【ポスターポスターポスターポスターととととアルコホリズムアルコホリズムアルコホリズムアルコホリズム】】】】
それらのポスターも添付されて送られてきました。

とてもシンプルなポスターで各国の参加者に好評でし
た。なかに一枚 “アルコホリズムは病気です。それ、
は多くの病気を引き起こします”とあり、身体的にも
社会的にもどのような影響をもたらすかということ
が、一目でわかるポスターがあったのですが、さっそ
く、ニューヨークのＧＳＯ所長から 「アルコホリズ、
ムのことを広報するのはＡＡのやることではない。Ａ
Ａはアルコホーリクの経験を伝えるだけだ」という横
ヤリ（失礼！）いや、指摘がなされました。
それ以外のポスターは我が国でも参考にできるよい

ものだと思います。ポスター作成計画のある地域のか
、 。 。たは どうぞご連絡ください コピーをお送りします

【【【【国国国国とととと国国国国とのとのとのとのスポンサーシップスポンサーシップスポンサーシップスポンサーシップとととと情報情報情報情報センターセンターセンターセンター】】】】
インドのように、ＡＯＳＭには出席したいが、経済

的に不可能だという国々にＡＯＳＭとしてどのような
援助ができるかという話し合いが行なわれましたが、
ＡＯＳＭとして支援するというより、国と国とのスポ
ンサーシップを取りながらの個別の援助が大切である
ことが強調されました。ではどの国がどの国とスポン
サーシップをとるかという話になり、日本からはシベ
リア、カムチャツカ、モンゴルに目を向けてみたいと
いう発言がありました。その方面に関して何らかの情
報をお待ちのかたはご連絡ください。
また、アジア、オセアニアのゾーンのどこでＡＡが

活動しているかという情報は、現在のところニューヨ
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ークにあるＧＳＯ経由で入手しているのですが、これ
を機会にオーストラリアに情報センターを置き、この
ゾーン内のＡＡの情報をすべてそちらに集める決定が
なされました。これらのゾーンの旅行先でＡＡの情報
を得た方はお知らせください。
【【【【インターネットインターネットインターネットインターネット】】】】
ＡＡでもインターネットを利用した動きが世界的に

見られますが、インターネットによる情報はあくまで
も広報活動にしぼるべきだということが強調されまし
た。個人にまつわる情報があっという間に世界中を巡
った苦い経験がＧＳＯ所長から伝えられました。
【【【【２２２２年後年後年後年後ににににオーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリアののののシドニーシドニーシドニーシドニーでででで】】】】
開催期間が２日間になり、参加国も増え、第１回目

よりもかなり突っ込んだ分かち合いができた今回のＡ
ＯＳＭでしたが、１回目の参加者から、東京での熱気
にあふれた会議はとても印象的で、決して忘れられな
いといわれ、うれしくなりました。
次回は２年後にオーストラリアのシドニーで開催さ

れます。チェアパーソンはオーストラリアの評議員を
退任するボブ。事務局は引き続きＪＳＯが引き受ける
ことになりました。
【【【【蛇足蛇足蛇足蛇足ですがですがですがですがアノニミティアノニミティアノニミティアノニミティととととサービスサービスサービスサービスのののの責任責任責任責任】】】】
オーストラリアの評議会報告書を頂いてきたのです

が、そのなかにＡＯＳＭ評議員立候補者のリストのペ
ージがあって、ひとりひとりの住所、氏名、電話番号
（自宅と職場 、生年月日、ソブラエティを得た日、）
健康状態、学歴、ＡＡでの経歴、ＡＡ外の活動等がす
べて自筆で書かれた履歴書が公表されていて、もうび
っくりしてしまいました。一国の代表者としてサービ
スを担う責任を負っているからには、そこまで公表し
なければ議決権のある人が票を投じることができない
のでしょう。立候補者も１５年から４０年のソブラエ
ティ。５０年以上のＡＡの歴史を持つ国だからこそで
きることなのかもしれません。
【最後に】
ホームスティ先のＡＡの仲間から言われたことを最

後に付け加えたいと思います 「ＡＡの活動はとても。
大事なことだ。でも全生活をＡＡだけにしてしまうの
は、やはりいびつだと思う。大切なのは、ＡＡ─回複
とサービス、仕事、家庭、地域社会活動といったもの
のバランスなんだ。バランスだよ。ところであなたは
ＡＡの仕事以外にも何か楽しんだり、活動しています
か？」
ニュージーランドのＡＡの仲間たちのゆとりあるプ

ログラムに触れた６日間でした。
ＡＯＳＭ事務局 ＪＳＯ山本

全国オフィススタッフ会議開催
事務局担当 東北セントラルオフィス

日本中のＡＡグループおよびメンバーの献金と献身
により、１９８４年１月に関西、７月長崎、８８年鹿
児島にセントラルオフィス開設。それらが現在の関西

、 。 。ＣＯ 九州沖縄ＣＯへと発展 翌８９年中部北陸ＣＯ
９０年には東北ＣＯと中四国ＣＯが誕生。さらに、地
域の社会資源としてのＡＡの役割の拡大にともない１
９９３年に関東甲信越ＣＯの設立を見、今日に至って
います。
それぞれのＣＯは支援する地域のグループ、メンバ

ーの付託に応える業務を主とし活動していますが、同
時に地域、地区委員会と連携しＡＡ全体サービスの一
翼を担うとともに、社会資源としてのＡＡを地域社会
に伝える役割をも担ってきました。
ＪＳＯは日本全体の情報基地ですが、各地域ＣＯは

それぞれの地域における、より一層のきめ細かさを求
められる情報の受信／発信基地として、その機能が今
後ますます重要になるものと考えられます。
以上の観点から、ＧＳＭ開催時から第１回全国評議

会にいたるまで、そのプログラムのなかでオフィスス
タッフ部門の会議が同時に行なわれてきました。しか
し、サービスマニュアルによって位置づけられるセン
トラルオフィスと評議会とは、全体サービスのなかで
それぞれが異なった役割をもつ体系の中にあり、その
運営は相互にかかわりあいながら、自立した関係にあ
ります。
また、情報の多様化、迅速化にともない、地域、地

区内の変化には目を見張るものがあります。
セントラルオフィスの通常業務はボランティアの仲

間をはじめ、多くのメンバーの助力で消化しています
が、マニュアル化できない業務、その場で判断してい
かなければならない業務が日々その量を増しているの
も事実です。
以上のことから、第１回全国評議会で開催されたＣ

Ｏスタッフ会議の席上、各スタッフの間で次のような
意見交換が行なわれました。

ＧＳＭ評議員とＣＯ間の意志の疎通がうまくはか＊＊＊＊
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られており、情報密度が高まり、評議員のサポートと
しての役割が小さくなったこと。

ＧＳＭ時代の反省として、評議会出席の必要性は＊＊＊＊
認めるが、スタッフ会議の分かち合いの時間が短く、
十分な討議ができないまま不安や疑問点を残して毎回
会議を終了していること。

仕事内容や地域の実情を話し合い、相互に情報交＊＊＊＊
換をすることで、より効果的なオフィス運営を目指す
時期にあること。

ＣＯ職員はＧＳＭ時代にはその編成メンバーとし＊＊＊＊
て、議決権はなくても発言権は与えられていた。しか
し全国評議会が発足し、評議会構成メンバーとは異な
る立場にあるため、評議会での発言権がなくなったこ
と。
等々の意見が出され、その結果、次のような結論を

得ました。
ＣＯスタッフを中心としたＣＯスタッフ会議への＊＊＊＊

移行。
評議会への参加は各地域の判断に任せ、時期を変＊＊＊＊

えてＣＯスタッフ会議を独自に開催。
以上を評議会最終日に提出し、了承を受け、１９９

７年度オフィススタッフ会議開催を次の通り決定しま
した。

開催時期を５月とし、場所を東北とする（事務局＊＊＊＊
東北ＣＯ 。）
負担金については各地域の同意を得る。＊＊＊＊
現行の評議会参加分担金制度を活用する。＊＊＊＊

（上記 印は第１回全国評議会報告を参照しました）＊＊＊＊
これらの議事決定を受け、各ＣＯスタッフが地域に

持ち帰り、グループ、メンバーに支援をお願いするこ
ととなりました。
おかげさまで地域グループ、メンバーの暖かいご支

援とご協力により、下記日程にて第１回オフィススタ

ッフ会議を宮城県松島町にて開催する運びとなりまし
た。本紙上をお借りし、ここにご報告します。
第１回会議ということもあり 「セントラルオフィ、

スの役割」をテーマに、オフィスのスタッフとして、
ＡＡの伝統に基づき 「今日一日オフィスのスタッフ、
としてやるべきこと、できることは」を地道に話し合
い、経験の分かち合いの場にしたいと考えています。
なお今回の会議にはＪＳＯ職員の参加と、まだセン

トラルオフィスを開設していない北海道地域のメンバ
ーの参加もあり、地域を越えた話し合いができること
と期待しています。

、 、セントラルオフィスの役割 サービスの在り方など
話し合うべき問題は山積みです。今回の会議はその第
一歩であり、経験の分かち合いによる出発点であると
考えています。
今後２回、３回と回を重ねることによって内容の充

実を図っていくと同時に、オフィスのサービス向上に
つなげたいと考えております。
グループ、メンバー各位のご支援とご協力に、オフ

ィススタッフ一同、心から感謝いたします。
記

１．開催月日 年 月 日（水）～ 日（木）1997 5 14 15
１．開催場所 ホテル「五大堂」宮城県宮城郡松島町
１ テーマ “セントラルオフィスの役割─今日一.

日、オフィススタッフとしてできるこ
と、やるべきことは”

． ， ， ，１ 参加者 九州沖縄ＣＯ 中四国ＣＯ 関西ＣＯ
北陸 ，関東甲信越 ，東北中部 CO CO
，ＪＳＯ各職員。北海道地域メンCO

バーを含む関係メンバーおよび事務
局。

☆新刊案内☆

〈〈〈〈アルコールアルコールアルコールアルコール以外以外以外以外のののの問題問題問題問題〉〉〉〉 ビルビルビルビル・・・・ＷＷＷＷ著著著著
薬物依存等アルコール以外の問題で苦し
んでＡＡにやって来た人にどう向き合う
のか。 １００円

〈ＡＡ〈ＡＡ〈ＡＡ〈ＡＡ日本日本日本日本サービスガイドサービスガイドサービスガイドサービスガイド〉〉〉〉

日本のＡＡに合ったサービスマニ

ュアルが完成しました。
６００円

ＡＡＡＡＡＡＡＡメンバーシップメンバーシップメンバーシップメンバーシップ調査調査調査調査ののののアンケートアンケートアンケートアンケートにごにごにごにご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いしますいしますいしますいします

①ＡＡメンバーがＡＡの構成の特徴を知り、【【【【目的目的目的目的】】】】
グループにつながる新しいメンバーヘの対応や、メッ
セージ活動に活かすため。②ＡＡに対する偏見や誤解
をなくし、ＡＡの活動が専門家や一般の人達から信頼
され、さらなる利用をしていただくため。

５月２５日から６月７日まで【【【【記入期間記入期間記入期間記入期間】】】】
無記名で記入し、封筒に入れ閉じてから、グルー

プの代議員に渡してください。協力するか否かは本
人の自由です。どうぞよろしくお願いします。

常任理事会広報委員会常任理事会広報委員会常任理事会広報委員会常任理事会広報委員会


